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ネバネバによる水質浄化作用 
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要旨 

 納豆のネバネバには水質浄化作用があることが知られている。そこで私たちは他のネバネバ食

材には同様の水質浄化作用があるか調べた。その結果，水質浄化作用は見られず，納豆と他の食

材の成分の違いによるものだった。 

  

キーワード：ネバネバ，γ-ポリグルタミン酸，ムチン 

 

１ 序論 

 先行実験より，納豆の成分にはムチンと γ-ポリグルタミン酸が含まれており，γ-ポリグルタ

ミン酸は水質浄化作用があることがわかっている。また，一般に，ネバネバを含む食材にはム

チンが含まれているものもあることが知られている。そこで，納豆以外のムチンを含む食材に

も水質浄化作用があるのか調べた。 

２ 仮説の設定と検証 

 （１）仮説の設定 

    γ-ポリグルタミン酸，ムチンを含む納豆，ムチンを含むオクラ，山芋，なめこ，いずれ

も含まないのりのネバネバ成分を取り出し，泥水を用いてその水質浄化作用の有無を検証

した。 

 

   【仮説】ムチンを含む食材には水質浄化作用がある。 

 

  

（２）検証方法 

    ① それぞれのねばねば成分を取り出した。 

     (ⅰ）納豆 

          混ぜた納豆を豆が浸かる量の水に入れ，ガーゼ 

でこして豆を取り除き，エタノールを加えて，水 

層とエタノール層に分離させた。境界面に分離し 

た γ-ポリグルタミン酸をガラス棒で絡め取って， 

自然乾燥させたものを粉末にした。その後，この 

粉末 0.1g を精製水 20mL に溶かした。       

     （ⅱ）オクラ，山芋 

         オクラ，山芋を小さく切った。水を加えて粘り 

を溶かし，水だけを取り出した。これらの溶液と 

なめこの水煮缶から取り出した溶液，のりを 10mL 

ずつ用意し，30 分間，2000rpm（rpm=回転数）で 

遠心分離した。    

    ② 砂 0.5g，精製水 4mL を加えた泥水を入れた               

試験管を 6 本用意した。 

    ③ ①でできた溶液の上澄みを 10 滴ずつ泥水に入れ， 

試験管を振り，直後，30 秒後，1 分後，2 分後， 

3 分後に様子を見た。 

 

図２ 納豆の粉末 

図１ 実験の様子
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（３）検証結果 

      図３より，納豆の溶液を入れた試験管内の泥は 30 秒後に沈んだ。その他の溶液を入れ

た試験管内の泥は 3分後にも沈まなかった。また，何も入れてない試験管内の泥は納豆の

溶液を入れた試験管に比べると沈まなかった。 

 

図３ 実験結果 

 

３ 結論と今後の展望 

 納豆以外のムチンを含むネバネバ食材によって泥は分散し，沈まなかった。したがって，ム

チンに水質浄化作用はないと考えられる。 

 この実験方法で納豆以外の γ-ポリグルタミン酸を含む食材にも水質浄化作用があるか，また，

温度や pH，溶液の濃度などを変えて，納豆がより強い水質浄化作用を示す条件を調べたい。 
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